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本日お伝えしたいこと

“保健(予防)”と“公衆衛生”のイメージ

集団としての“健康づくり”の重要性

自然に健康になっていくまちづくり
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日本国憲法　第２５条

・すべての国民は、健康で文化的な最低限度の生活
を営む権利を有する。

・国はすべての生活部面について、社会福祉、社会保
障および公衆衛生の向上及び増進に努めなければな
らない



“健康”って、いったいなんでしょう？



健康の定義(WHO憲章より)

健康とは、

肉体的、精神的および社会的に完全に良い状態

であることであり、

単に疾病または虚弱でないということではない



WHOが発表した2022年版の世界保健統計（World Health Statistics）

健康寿命
「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」



寿命を決めるものとは？

• 医療、社会保障制度

• 行動(生活習慣)

• 社会環境

• 遺伝

McGinnis, Williams-Russo and Knickman, 2002；Schroeder, 2007

行動様式
40%

遺伝要因
30%

社会環境要因
20%

ヘルスケアシステム
10%



●肥満症　（特に内臓脂肪型肥満）
●糖尿病
●高血圧症
●脂質異常症

●不適切な食生活
　　（ｴﾈﾙｷﾞｰ・食塩・脂肪の過剰等）
●身体活動・運動不足
●喫煙
●過度の飲酒
●過度のストレス

●半身の麻痺
●日常生活における支
障
●認知症

● 肥　満　　 ● 高血糖
● 高血圧　　● 脂質異常

●虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症等）
●脳卒中（脳出血・脳梗塞等）
●糖尿病の合併症（失明・人工透析等）

　生活習慣病と予防活動のイメージ　

（厚生労働省資料）

【出典】厚生労働科学研究｢標準的な健診・保健指導プログラム【改訂版】及び健康づくりのための身体活動基準2013に基づく保健事業の研修手法と評価に関する研究｣
　　　　津下班　実践者育成研修プログラム　技術編

　

一次予防

保
健

二次予防

三次予防



公衆衛生とは

•ウインスローの定義

「環境衛生の改善、伝染病の予防、個人衛生の　　　
原則についての教育、疾病の早期診断と治療を行
うことのできる医療と看護サービスの組織化、お
よび地域社会の全ての人に健康を保持できる適
切な生活水準を保障する社会制度の発展のため
に、共同社会の組織的な努力を通じて、疾病を予
防し、寿命を延伸し肉体的・精神的健康と能率の
増進を図る科学であり、技術である。その恩恵に
より、すべての市民が健康と長寿という生まれな
がらの権利を実現できる。」



公衆衛生とはかみ砕くと、、

•みんな(公衆)の

•「生」を

　生命

　生活

　健康に生きる権利

•「衛る」
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　　　　愛育委員のはじまり

p岡山県の愛育委員会は、

　戦後の栄養失調、結核、伝染病、乳児死亡、　

　産婦死亡など「赤ちゃんを何とか守りたい」

　地域の女性の強い思いから活動が始まった。





　時代背景に応じた愛育委員の活動

愛育委員
誕生

高度経済成長期
人口増加局面



　愛育委員会の活動のあゆみ

①昭和３０年代
岡山県愛育委員連合会　愛育委員活動のあゆみ　創立50周年記念紙より抜

粋

○岡山大学医学部小児科教室の山内逸郎先生、
　　江草安彦先生の乳幼児健診
　　　　　　　　　　　　　　くる病患児が多く発見
○愛育委員は各家庭を訪問し、受診勧奨やビタミンＢ　　
　　剤等の配布、生活指導をしたり、検診会場での手
　　伝い等に励んだ。

家庭訪問活動

母親学級
江草安彦先生の乳児健診

愛育委員の誕生



②高度経済成長時代

○昭和３０年、西日本各地に生じた「森永ヒ素ミルク中毒
　事件」
　→　事件の原因が発表されると、県下の愛育委員が立

　　ち上がり、保健所と協力して、乳幼児の家を一軒一軒　　
　　訪問。　
　　森永ドライミルク使用の実態把握、受け持ち地区の乳　　　　
　　幼児のいる家庭を訪問し、受診を勧奨した。
○愛育委員の協力による人工混合栄養児の一斉検診の
　　開催、普及啓発等も驚くほどの短期間に実施された。　　　　
　　半月もしないうちに新たな患者の発生はなくなった。

赤ちゃんコンクール

幼児クラブの育成

昭和40年　旭川荘愛育寮

「障害が発見されながら医療
の方法もなく、施設にも入れない
子どもと親の苦悩をなんとかした

い。」と愛育委員
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厚生労働省

第11回成育医療等協議会の資料より抜粋



精神保健

禁煙運動のすすめ

健康づくり事業
・メタボリックシンドロー
ムなどの生活習慣病予
防の普及啓発など

　　成人保健
・各種健診、がん検診のすす
  め、健診当日の支援
・女性のがん予防の普及啓発
・寝たきり高齢者への支援
　　　　　　　　　　　　　など

歯科保健

地域連帯

献血推進

結核・感染症予防
・検診のすすめ、
・複十字シール運動
・正しい知識の普及
 啓発など

・
行
政
へ
の
協
力
活

動 ・
自
主
的
活
動

　母子保健
・子育て支援
・母乳育児の推進
・予防接種の勧め
・思春期の健康づくり
　　　　　　　　　など

　　　　　　　
愛育の樹
　

活 動 を え支 て い ま す

ひ と ひり と り の 愛 育 委 員 が



～あいさつ・声かけから始まる愛育委員活動～

おはよう。

朝ごはん

食べた？

おう。
いつもあり
がとう。

あいさつ　　声かけ
愛育委員が
できること

見守り　　相談
愛育委員 愛育委員 保健師

○○さん、いつもと様子が

違うわ。どうしたらいいかしら。

心配だから保健師さんに
相談しました。

ありがとうございます。様子を見に行ってきますね。



平成29年5月1日　山陽新聞

声かけ活動の効果
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• アメリカの州ごとの格差と死亡率の関係

格差の大きさ

死
亡
率
の
高
さ



近所づきあいが命の明暗を分けた

• 1995年　シカゴ熱波　
• 最高気温44度まで上昇、5日感で750人が死亡

• 死亡者数の違いは、治安と人付き合い

• 熱中症で亡くなった高齢者のほとんどが、
  周囲への恐怖心で助けを呼ばず、救助隊の呼びかけにも　
　応じなかった



健康をかたちづくるものとは？

• 教育、文化(小児期の発達)

• 環境(空気・水・食品)

• 仕事(所得、待遇、失業)

• 保健医療福祉

•人とのつながり

【健康の社会的決定要因】

ソーシャルキャピタル＝社会関係資本



Roseto effect（ロゼト効果）

• 米国ペンシルベニア州にあるロゼト（Roseto）

• 1950年代、心筋梗塞による死亡率が低かった

• 生活習慣だけでは、その原因を説明できず

• 人種的にも社会的にも均一で、近しい価値観を持ち、家族
や人々の結びつきが強いコミュニティ



ソーシャルキャピタルとは

• 人々の協調行動を活発にするこ とによって，社会の効率
性を高めることのできる， 「信頼」「規範」「ネットワーク」
といった社会的仕組みの特徴

• 人とのつながり(結束)により得られるもの

Putnam,1993

Ichiro Kawachi



なぜ健康推進は全体運動として
おこなうのか？

人は環境をすべて
は選べない

人は周囲に無意識
に影響される
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• https://youtu.be/2lXh2n
0aPyw

https://youtu.be/2lXh2n0aPyw




健康とは何かに立ち返って、

健康とは、

肉体的、精神的および社会的に完全に良い状態

であることであり、

単に疾病または虚弱でないということではない



ユニバーサルデザイ
ン





健康づくり 
を支援する 
環境（公助）

 

自　助

 

健　康
（障害） 

 

豊かな人生 

 

共　助
 

（島内 1987，吉田・藤内 1995を改編）   

地域の健康づくりの推進
（ヘルスプロモーションの概念図）

個人の知識や技術

住民組織の活性化


